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地域への防犯カメラ設置補助が実現 
月本たくやの提案により実現に！ 

川崎市議会議員（麻生区選出、無所属） 

月本たくや 
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レポート 【第 29 号】 
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✔導入に向けての課題 

設置補助が決定しましたが、県との調整もあり、予算計上されているものの、詳細は、まだ決まっていません。 

ＬＥＤ防犯灯や探知機能のあるもの等、様々なタイプの防犯カメラがあるため、様々な仕様や補助率、市独自

の管理運用基準づくり等の検討が必要であるため、速やかな導入に向け、今後も提言して参ります。 

◎月本質問①：交番設置等の警察への要望を情報共有できているか？ 

○局長答弁①：市に届いた要望を警察に伝えている。 
 

◎月本質問②：商店街への設置補助の効果は？ 

○局長答弁②：事業が始まった平成２０年度以降、２３の商店街で設置。 

「買い物客に安心感を与える」「犯罪の抑止につながる」などの好評 

があり、商店街の振興や魅力向上に効果があったと考えられる。 
 

◎月本質問③：防犯カメラ設置補助について、なぜ商店街でできて、町内会・自治 

会等でできないか？ 

○局長答弁③：基本的には共通しているが、プライバシーの配慮の課題がある。 

平成 26 年 6 月 20 日 本会議の一般質問 

◎月本質問：県の補助事業が実際に存在していて、管理運用基準の提出が必要であ 

るため、プライバシーの保護は担保できる。防犯カメラだけでなく交番 

設置要望のような警察との情報共有ができなければ、防犯全般の要望の 

把握はできないため、地域安全についてどのように考えていくかが重要 

であるが、防犯カメラの設置についてどのように考えるか？ 

○局長答弁：本市として防犯カメラ設置の支援のあり方等について検討してまいり 

たい。 

平成 27 年 3 月 予算審査特別委員会 

平成 28 年 3 月 18 日 平成 28 年度一般会計予算が成立 

地域自主団体（町内会・自治会等）への防犯カメラ設置補助を盛り込んだ予算が成立。 
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木育利用促進事業について 
✔木材利用促進フォーラム 

 平成 27 年 10 月に「川崎市木材利用促進フォーラム」が設置されました。このフォーラムは全体を統括する

運営委員会と５つの作業部会（企画、資材、建築、設計、木育）に分かれています。 

作業部会の参加メンバーには木に関わる事業者では、材木業や建設業から、木材玩具、森林組合、ＮＰＯ法人

等と業種も多岐にわたっています。 

 昨年の１回目の作業部会で出た課題の共通点をまとめ、今年２月に第２回の作業部会は、企画・木育合同部会、

資材・建築・設計合同部会として開催されました。 

 平成 28 年度予算を審査するにあたり、このフォーラムはどのような方向に行くのか？を確認しました。 

 まず、これまで木材に関わる異業種での交流がなかった点について、意見交換を行い、それぞれの専門分野の

強みを活かし、技術力の向上をめざし、設計事例等を用いた技術・コスト等に関する具体的な検討や木育イベン

ト等を通じた木の価値の普及啓発などを行うということです。 

 事業者の技術については理解しますが、ここで、木育という言葉が出て来ましたので・・・。 

 

✔木育って？ 
木をたくさん使った校舎で勉強すれば木育？ 

木のおもちゃを使えば木育？ 

そんな簡単ではないわけで、「○○育」という言葉が流行っていますが、教育が与える影響というのは大きく、

流行で出て来て消えて行くものがたくさんあります。 

子どもたちの未来を考えるとそれでいいはずがありません。 

そして、文部科学省の学習指導要領に「木育」という言葉はありませんが、このフォーラムでは木育部会とい

う明確な木育という言葉を使用しているわけで、この定義づけが必要です。 

木は、触ったり、割ったり、切ったりと言った加工から、木が火に代わり、暖を取ったり、食を得ることにな

り、種類の特性により木の違いに気づいていくわけです。 

このように木を使う教育には、森林教育、環境教育を始め、木材加工の技術伝承、スポーツ・市民交流等、さ

まざまな角度からのメニューがあります。木育部会があるからこそ、教育委員会は専門家として、フォーラムに

より積極的に関わり、定義がないからこそ、里山教育や工作教室などの現在の学校での取り組みも交えながら、

定義作りを先進的に進めて行くべきと、教育長に提案しました。 

また、質問の中で、スウェーデン発祥の KUBB（クッブ）というスポーツを紹介しました。KUBB とは、薪

という意味で、バイキングが始めたと言われています。 

昨年 11 月、昭和記念公園で開催されたジャパンオープン東京大会を視察しましたが、老若男女が一同にでき

るスポーツで、この決勝戦もシニア対大学生でした。木に親しみ、市民交流を進めることができれば、非常に有

意義ですし、学校の校庭や公園でも出来ます。 

このように世代を超えて一緒にできるスポーツである KUBB は一つの例ですが、市民レベルでの交流に活用が

期待できます。特に神奈川県クッブ協会があり、川崎の水源としても交流している山北町、小田急沿線の開成町

との交流に期待できます。また、麻生区では、しんゆりアートパークスで開催されている「Air Green」や

「KAWASAKI しんゆり映画祭夏休み野外上映会」で KUBB が実施され、身近なスポーツになる可能性が広が

っていますので、市民交流に KUBB の活用を提案しました。 

月本たくや 検索 
月本たくや事務所 
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月本たくやプロフィール 

昭和 53 年 大阪府豊中市生まれ。神奈川大学法学部法律学科卒業後、建築設備メーカーに就職。 

川崎市長政務秘書、衆議院議員公設秘書（麻生区・国会担当）等を経て、平成 23 年川崎市議会議員初当選。交渉会派団長、

議会運営委員会委員、川崎市農業委員（議会推薦）等を経て、平成 25 年 5 月より無所属。平成 27 年川崎市議会議員当選。 

現在 川崎市議会議員（麻生区選出、当選２回） 平成 28 年度環境委員会 NPO 法人防犯ネットワーク理事・麻生区支部長 
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